平成１６年度　第１回　アナログ２種　基礎科目

電 気 通 信 技 術 の 基 礎 
第1問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　図－１に示す回路において、端子a－b間の電位差が10ボルトのとき、抵抗Rを流れる電流は、（　ア　）アンペアである。ただし、電池の内部抵抗は無視するものとする。　　　　　　 (5点)
	　①　0.5　　②　1.5　　③　2.5　　④　3.0　　⑤　3.5
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(2)　図－2に示す回路において、端子ａ－ｂ間に60ボルトの正弦波の交流電圧を加えたとき、抵抗Rに加わる電圧は、（　イ　）ボルトである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	　①　16　　②　24　　③　32　　④　48　　⑤　64
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　(3)　抵抗RとコンデンサCの直列回路において、Rの値を２倍にし、Cの静電容量の値を（　ウ　）倍にすると、回路の時定数τは、8倍になる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	　①　
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　　②　1　　③　2　　④　4　　⑤　16


　(4)　起電力がEボルト、内部抵抗がｒオームの電源をｎ個並列に接続したものをｍ組直列に接続すると、電源の内部抵抗は、ｒの（　エ　）倍になる。　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　ｎ　　②　ｍ　　③　
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第2問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
(1)　トランジスタ増幅回路において、トランジスタの動作点を設定するために必要な（　ア　）を供給する回路は、バイアス回路といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　共振電流　　②　降伏電圧　　③　パルス電圧　　④　直流電流　　⑤　交流電流


(2)　図－1に示すトランジスタ増幅回路においてこの回路のトランジスタのIB－VBE特性、IC－IB特性及びIC－VCE特性がそれぞれ図－2～図－4で示されるとき、動作点のコレクタ電流ICは、（　イ　）アンペアである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (4点)
	　①　10マイクロ　　②　20マイクロ　　③　30マイクロ

　④　1ミリ　　　　 ⑤　2ミリ　　　　 ⑥　3ミリ
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　(3)　P形半導体において、正孔を多く作るためにごくわずか混入される不純物元素は、（　ウ　）といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (4点)
	　①　アクセプタ　　②　ドナー　　③　ゲート　　④　バリスタ　　⑤　ドレイン


　(4)　トランジスタを用いた増幅回路には、トランジスタの入出力端子の選び方により3種類の接地方式がある。これらの接地方式のうち、（　エ　）接地方式は、電力増幅率が最も大きいため、多くの回路で用いられている。 (4点)
	　①　ベース　　②　エミッタ　　③　コレクタ


　(5)　トランジスタの静特性について述べた次の二つの記述は、（　オ　）。　　　　　　　　　(4点)
　　A　入力特性は、コレクタ－エミッタ間の電圧VCEを一定に保ったときの、ベース電流IBとベース－エミッタ間の電圧VBEの関係を表したものである。

　　B　電圧帰還率は、ベース電流IBを一定に保ったときの、ベース－エミッタ間の電圧VBEとコレクタ－エミッタ間の電圧VCEの関係を表したものである。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


第3問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
(1)　図－1の論理回路は、入力a及び入力bの論理レベルと出力cの論理レベルとの関係から、（　ア　）の回路に置き換えることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　論理和　　②　否定論理和　　③　論理積　　④　否定論理積　　⑤　排他的論理和
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(2)　次の論理関数Xはブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、（　イ　）になる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　(5点)
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	　①　A・B＋C　　②　B・C＋A　　③　C・A＋B　　④　A・B+B・C　　⑤　A＋B


　(3)　表は、入力論理レベルA及びBと出力レベルCの関係を示した真理値表である。この真理値表に相当する論理式は、C＝（　ウ　）の式で表すことができる。　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　
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(4)　図－2の論理回路における入力a及び入力bの論理レベル（それぞれA及びB）と出力ｃの論理レベル（C）との関係式は、C=（　エ　）の論理式で表すことができる。　　　　　　　　(5点)
	　①　
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第4問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (小計20点)
(1)　図－１において、電気通信回線への入力電圧が160ミリボルト、その伝送損失が1キロメートル当たり（　ア　）デシベル、減衰器の減衰量が25デシベルのとき、電圧計の読みは、1.2ミリボルトである。ただし、変成器は理想的なものとし、電気通信回線及び減衰器の入出力インピーダンスは等しく、各部は整合しているものとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　0.8　　②　1.0　　③　1.2　　④　1.4　　⑤　1.6　　⑥　1.8
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(2)　平衡対ケーブルが誘導回路から受ける電磁的結合による漏話の大きさは、一般に、誘導回路のインピーダンスに（　イ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　関係しない　　②　等しい　　③　比例する　　④　反比例する


　(3)　図－2に示すアナログ方式の伝送路において、受端のインピーダンスに加わる信号レベルが30ミリワットで、同じ伝送路の無信号時の雑音レベルが0.0003ミリワットであるとき、この伝送路の受端におけるSN比は（　ウ　）デシベルである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　30　　②　35　　③　40　　④　45　　⑤　50　　⑥　60



[image: image23.wmf]�}�|‚Q

�M

�†

Œ¹

‚y

‚y

‘—’[

Žó’[

‚y

�M�†ƒŒƒxƒ‹

   30�kmW�l

0

0

�M�†Žž

–³�M�†Žž

‚y

ŽG‰¹ƒŒƒxƒ‹

   0.

0003

�kmW�l


 (4)　特性インピーダンスの異なる線路を接続すると、その接続点において信号が反射する現象が起きるが、一般に、接続点に（　エ　）を挿入することにより、この現象を防ぐことができる。

(5点)
	　①　コンデンサ　②　装荷線輪　　③　準抵抗　　④　高抵抗　　⑤　変成器


第5問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (小計20点)
(1)　搬送波として連続する短形パルスを使用し、短形パルスの幅を入力信号の幅に対応させて変調する方式は、（　ア　）方式といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　PCM　　②　PAM　　③　PPM　　④　PWM　　⑤　PTM


　(2)　ある周波数以上のすべての周波数の信号を通過させ、その他の周波数の信号に対しては大きな減衰を与えるフィルタは、（　イ　）フィルタといわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　クリッピング　　②　帯域通過　　③　帯域阻止　　④　高　域　　⑤　低　域


　(3)　同軸ケーブルは、外部導体の働きにより、平衡対ケーブルと比較して（　ウ　）において誘導等の妨害を受けにくい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　比較的高い周波数　　②　WDM伝送

　③　比較的低い周波数　　④　コンテンション方式


　(4)　PCM方式においは、一般に、パルスの（　エ　）を行うので、雑音やひずみの累積による増加がなく、レベル変動もほとんどない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　同　期　　②　多重化　　③　再生中継　　④　スクランブル　　⑤　増　幅


(5)　光ファイバは、（　オ　）といわれる中心層とクラッドといわれる外層の2層構造から成り、中心層の屈折率は、外層の屈折率に比べて大きくなっている。　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　シールド　　②　ダクト　　③　コア　　④　ラック


解答

第１問（ア）②　（イ）④　（ウ）④　（エ）④

第2問（ア）④　（イ）⑤　（ウ）①　（エ）②　（オ）③

第3問（ア）①　（イ）②　（ウ）①　（エ）⑤

第4問（ア）②　（イ）④　（ウ）⑤　（エ）⑤

第5問（ア）④　（イ）④　（ウ）①　（エ）③　（オ）③
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